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加
藤
導
男 

  

は

じ

め

に 

 

皆

さ

ん

は

、

源

氏

と

平

家

（

平

家

は

平
た

い

ら

の

姓

を

名

乗

る

一

族

。

平

氏

へ

い

し

の

意

。

本

稿

で

は

平

家

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

）

の

ど

ち

ら

が

お

好

き

で

す

か

。 

 

何

故

か

大

半

の

方

は

源

氏

が

好

み

の

感

じ

で

す

が

…

…

…

。 

平

家

に

つ

い

て

は

『

平

家

物

語

』

の

序

文

に
「

祇

園

精

舎

の

鐘

の

声
（

中

略

）

…

盛

者

必

衰

の

理
こ
と
わ
り

を

あ

ら

は

す

…

。
」

の

通

り

、

源

氏

に

京

を

追

わ

れ

、

文

治

元

年
（

１

１

８

５

）
、
一

の

谷

、
屋

島

の

戦

い

と

敗

れ

、

西

海

の

壇

ノ

浦

に

て

、

海

の

藻

屑

と

消

え

、
一

族

は

滅

亡

し

た

。 

 

一

方

、

源

氏

は

こ

の

年

、

源

頼

朝

が 

守

護

・

地

頭

設

置

の

勅

許

を

得

て

、

鎌

倉

幕

府

は

発

足

し

た

が

、

二

代

将

軍

、

実

朝

は

建

保

七

年
（

１

２

１

９

）
、
甥

の

公

暁

に

暗

殺

さ

れ

、

源

氏

将

軍

は

僅

か

三

十

四

年

間

で

終

焉

し

た

。 

 

今

回

、

源

氏

一

族

内

、

骨

肉

の

争

い

の

一

例

で

も

あ

る

常

盤

御

前

の

三

人

の 

        

子

の

悲

運

の

末

路

を

追

っ

て

み

た

…

。 

 
◇

源

氏

は

一

族

骨

肉

の

争

い

の

連

鎖

…

。 
別

紙

に

は

、

源

氏

の

略

系

図

を

掲

載 

し

た

が

、

保

元

の

乱

で

の

為

義

と

嫡

男

義

朝

と

の

争

い

は

有

名

で

あ

り

、

為

義

と

義

朝

以

外

の

息

子

達

は

、

崇

徳

上

皇

側

に

つ

き

、

義

朝

は

後

白

河

天

皇

側

に

と

分

か

れ

戦

っ

た

。
上

皇

側

は

敗

北

し

、

為

義

と

息

子

達

は

、

斬

首

さ

れ

、

為

朝

は

島

送

り

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。 

 

し

か

し

、

義

家

以

前

の

源

氏

、

八

幡

太

郎

義

家

以

下

の

代

で

も

、

親

兄

弟

・

叔

父

甥

等

と

の

争

い

が

絶

え

ず

、

平

家

が

清

盛

と

い

う

不

世

出

の

英

雄

の

も

と

で

、

一

族

相

和

し

て

栄

え

、

清

盛

の

死

後

に

は

、

手

を

取

り

合

っ

て

滅

ん

で

い

っ

た

の

と

違

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。 

 

◇

父

・

弟

達

と

死

闘

を

重

ね

た

源

義

朝 

保

安

四

年

（

１

１

２

３

）

―

永

暦

元

年
（

１

１

６

０

）
。
為

義

の

長

男

。
平

治

1 
 



の

乱

で

平

清

盛

に

敗

れ

、

東

に

落

ち

延

び

る

途

中

、

尾

張

国

内

海

荘

で

、

配

下

の

長

田

忠

致

に

騙

し

討

ち

に

あ

い

落

命

す

る

。 

義

朝

に

は

、

男

子

九

人

が

い

た

（

女

子

は

二

人

）
。
長

男

は

義

平
（

母

は

橋

本

宿

の

遊

女

か

）
。
悪

源

太

義

平

と

も

い

い

、

久

寿

二

年
（

１

１

５

５

）
、
武

蔵

国

比

企

郡

大

蔵

館

の

叔

父

の

源

義

賢

を

攻

め

滅

ぼ

す

。

平

治

の

乱

で

は

六

条

河

原

に

て

処

刑

さ

れ

た

。 

次

男

は

朝

長

（

母

は

波

多

野

義

通

の

妹

）
。

平

治

の

乱

で

深

手

を

負

い

落

命

。 

 

三

男

は

頼

朝

。

母

は

熱

田

大

宮

司

の 

娘

で

あ

る

。

鎌

倉

幕

府

初

代

将

軍

。 

 

四

男

義

門

は

早

世

。

五

男

希

義

。

二

人

は

頼

朝

の

同

母

弟

。

希

義

の

死

に

つ

い

て

は

諸

説

が

あ

る

が

、

治

承

四

年 

（

１

１

８

０

）
、
兄

頼

朝

の

挙

兵

を

受

け 

合

力

と

の

疑

い

で

追

討

令

が

出

さ

れ

、 

年

越

山

（

現

高

知

県

）

で

討

ち

取

ら

れ 

た

。 

 

六

男

は

範

頼
（

母

は

池

田

宿

の

遊

女

）
。 

平

家

討

伐

に

功

績

あ

っ

た

が

、

頼

朝

に

謀

反

の

疑

い

に

よ

り

、

建

久

四

年

（

１

１

９

３

）

誅

殺

さ

れ

る

。 

 

七

男

全

成

、

八

男

義

円

、

九

男

義

経

は

何

れ

も

、

常

盤

御

前

の

子

で

あ

る

。 

 

常

盤

御

前

、

及

び

全

成

、

義

円

、

義

経

に

つ

い

て

は

後

述

。 

◇

数

奇

な

運

命

を

辿

っ

た

常

盤

御

前 

後

世

の

作

と

さ

れ

る

『

平

治

物

語

』

に

は

、

義

経

達

の

母

常

盤

の

こ

と

が

載

っ

て

い

ま

す

。
「

大

宮

左

大

臣

伊

通

こ

れ

み

ち

公

の

中

宮

御

所

へ

、（

中

略

）
千

人

召

さ

れ

て

百

人

え

ら

び

、

百

人

よ

り

十

人

え

ら

び

、

十

人

が

う

ち

の

一

に

て

、

こ

の

常

盤

を

ま

ゐ

ら

せ

ら

れ

た

り

」

と

。 

そ

し

て

、
「

九

条

院

の

雑

仕

女

（

雑

役

・

走

使

い

に

従

事

す

る

下

級

の

女

官

）
」

と

し

て

、

九

条

院

（

藤

原

呈

子

）

に

仕

え

て

い

る

。

こ

の

九

条

院

は

父

が

藤

原

伊

通

で

、
久

安

四

年
（

１

１

４

８

） 

に

鳥

羽

院

の

后

で

あ

っ

た

美

福

門

院

に 

引

き

取

ら

れ

、

摂

政

藤

原

忠

通

の

養

女 

と

し

て

近

衛

天

皇

の

中

宮

と

な

っ

て

い

る

。

従

っ

て

、

源

義

朝

が

常

盤

を

知

っ

た

の

は

、

久

安

四

年

頃

で

は

な

い

か

と 

し

て

い

る

（

五

味

文

彦

著

「

源

義

経

」 

よ

り

一

部

引

用

）
。 

 

常

盤

御

前

は

、

義

朝

が

落

命

し

た

こ

と

を

知

り

、

幼

い

三

人

の

子

の

手

を

引

い

て

京

を

逃

れ

大

和

に

避

難

し

た

。

し

か

し

母

の

関

屋

が

平

家

に

責

め

ら

れ

て

い

る

と

の

噂

を

聞

き

京

六

波

羅

へ

出

頭

す

る

。 

 

常

盤

は

平

清

盛

に

、

三

人

の

子

の

代

わ

り

に

、

我

が

身

を

捨

て

る

と

涙

な

が

ら

の

訴

え

に

清

盛

は

応

じ

、

三

人

を

助

命

す

る

。
清

盛

は

常

盤

の

美

貌

に

負

け

、

2 
 



一

室

に

住

ま

わ

せ

、

女

子

一

人

を

儲

け

た

（
「

廊

の

御

方

」

と

称

さ

れ

る

）
。 

 

そ

の

後

、

清

盛

か

ら

遠

ざ

け

ら

れ

た 

常

盤

は

大

蔵

卿

藤

原

長

成

に

嫁

し

、

能 

成

、

ほ

か

女

子

を

産

ん

だ

。 

 

源

平

合

戦

後

、

頼

朝

と

義

経

と

の

不

穏

な

状

況

下

、

義

経

の

愛

妾

静

御

前

は

捕

ら

え

ら

れ

、

鎌

倉

に

拘

引

さ

れ

た

。 

 

常

盤

御

前

と

そ

の

娘

も

生

け

捕

ら

れ

が

、

鎌

倉

へ

の

護

送

は

な

か

っ

た

よ

う

だ

。

し

か

し

、

常

盤

御

前

の

そ

の

後

の

消

息

等

は

不

明

で

あ

る

。 

 

◇

全

成

・

本

人

と

息

子

二

人

は

誅

殺

、 

 

娘

の

後

裔

は

阿

野

廉

子

…

… 

仁

平

三

年

（

１

１

５

３

）

―

建

仁

三

年
（

１

２

０

３

）
。
幼

名

今

若

丸

、
後

に

阿

野

全

成

。

前

記

の

通

り

、

母

常

盤

と

三

兄

弟

は

、

平

清

盛

に

許

さ

れ

た

後

に 

全

成

は

醍

醐

寺

に

入

り

、

そ

の

後

出

家

し

た

。 

 

全

成

は

治

承

四

年
（

１

１

８

０

）
、
頼

朝

の

挙

兵

に

参

じ

る

。

遠

江

国

阿

野

庄

を

領

し

、

阿

野

氏

を

名

乗

る

が

、

幕

府

内

で

の

活

動

は

不

明

。

そ

の

妻

阿

波

局

（

北

条

政

子

の

実

妹

）

が

三

代

将

軍

実

朝

の

乳

母

と

な

っ

た

関

係

か

ら

、

頼

朝

没

後

は

実

朝

に

可

成

り

近

い

立

場

に

あ

っ

た

と

推

測

さ

れ

る

。 

 

建

仁

三

年

（

１

２

０

３

）

五

月

、

突

然

謀

反

の

科

に

よ

り

、

捕

ら

え

ら

れ

、

宇

都

宮

氏

預

け

ら

れ

た

。

そ

し

て

、

翌

月

の

『

吾

妻

鏡

』

に

は

…

、 

「

六

月

二

十

三

日

、

八

田

知

家

仰

せ

を

奉

り

、

下

野

国

に

於

い

て

、

阿

野

法

橋

全

成

を

誅

す

」
と

あ

り

、
又

翌

月

に

は

、 

「

去

ぬ

る

十

六

日

、

在

京

の

御

家

人

等

を

催

し

遣

わ

し

、

東

山

延

年

寺

に

於

い

て

、

播

磨

公

頼

全

（

全

成

法

橋

が

息

）

を

窺

い

、

こ

れ

を

誅

戮

せ

し

む

云

々

」 

 
謀

反

の

科

と

あ

る

が

、

詳

細

に

つ

い

て

は

全

く

触

れ

て

は

い

な

い

。

実

態

は 

全

く

不

明

で

あ

る

。 

 

全

成

の

も

う

一

人

の

男

子

時

元

は

、

全

成

が

誅

殺

さ

れ

て

十

六

年

後

の

建

保

七

年

、「

多

勢

を

引

率

し

、
城

郭

を

深

山

に

構

い

と

叛

乱

を

企

て

た

」

と

し

て

、

幕

府

は

金

窪

行

親

等

を

派

遣

し

た

と

あ

る

。『

吾

妻

鏡

』
の

七

月

廿

二

日

条

に

は

「

発

遣

の

勇

士

、

駿

河

国

阿

野

郡

に

至

り

、

時

元

な

ら

び

に

伴

類

悉

く

敗

北

す

る

な

り

」

と

あ

る

。 

 

し

か

し

、

全

成

の

娘

は

三

条

公き

ん

佐す

け

と

結

婚

し

、

そ

の

後

阿

野

姓

を

名

乗

り

、 

そ

の

後

裔

は

約

百

五

十

年

程

後

に

、

阿

野

廉

子

が

後

醍

醐

天

皇

妃

と

な

り

、

廉

子

の

産

ん

だ

子

が

後

村

上

天

皇

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

の

後

、

阿

野

氏

は

連

綿

と

続

き

、

明

治

期

の

華

族

を

経

て

、 

3 
 



今

日

に

至

っ

て

い

る

。 

◇

義

円
・
「

墨

俣

川

の

戦

」
で

勇

壮

に

戦

い

短

い

生

涯

を

終

え

る 
 

 

久

寿

二

年

（

１

１

５

５

）

―

養

和

元

年
（

１

１

８

１

）
。
幼

名

乙

若

丸

、
初

め

園

城

寺

に

て

出

家

し

て

卿

公

（

き

ょ

う

の

き

み

）

円

成

と

な

り

、

後

白

河

天

皇

の

皇

子

円

恵

法

親

王

の

坊

官

を

務

め

て

い

た

。「

卿

公

」
は

母

常

盤

が

再

婚

し

た 

一

条

大

蔵

卿

に

ち

な

み

命

名

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

異

母

兄

の

頼

朝

が

打

倒

平

家

の

兵

を

挙

げ

る

と

そ

の

指

揮

下

に

合

流

し

、

亡

父

義

朝

か

ら

一

字

と

り

、

義

円

と

改

名

し

た

。 

義

円

に

関

す

る

文

書

や

伝

聞

等

は

少

な

い

が

『

吾

妻

鏡

』

等

か

ら

引

用

し

、

最

期

の

戦

を

纏

め

る

と

以

下

の

通

り

と 

な

る

。 

 

治

承

四

年
（

１

１

８

０

）
、
源

頼

政

は 

後

白

河

天

皇

の

皇

子

以

人

王

を

奉

じ

、 

平

家

討

伐

の

令

旨

を

諸

国

に

伝

え

た

。 

 

こ

の

事

件

を

契

機

と

し

て

、

源

頼

朝

や

各

地

の

武

士

が

相

次

ぎ

蜂

起

し

、

全

国

的

な

内

乱

が

始

ま

っ

た

。 

 

翌

年

の

養

和

元

年

（

１

１

８

１

）

に 

平

清

盛

は

病

死

す

る

。 

 

平

家

は

平

重

衡

を

総

大

将

と

し

て

美

濃

源

氏

攻

め

の

為

、

七

千

余

騎

が

墨

俣

川

西

岸

に

陣

を

構

え

た

。 

 

一

方

、

源

氏

は

行

家

が

千

余

騎

の

軍

勢

を

率

い

て

川

の

東

岸

に

着

陣

す

る

。 

 

頼

朝

は

平

家

の

軍

勢

の

多

さ

を

聞

き

、 

弟

の

義

円

に

千

余

騎

を

つ

け

、

西

上

さ

せ

た

が

、
行

家

と

の

軍

と

は

合

流

せ

ず

、 

二

町

（

約

二

四

０

メ

ー

ト

ル

）

を

隔

て

て

着

陣

し

た

の

で

あ

る

。 

 

そ

の

時

、

義

円

は

単

騎

敵

陣

に

夜

襲

を

仕

掛

け

よ

う

と

試

み

る

が

、

失

敗

、 

平

家

家

人

の

高

橋

盛

綱

に

討

ち

取

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

享

年

に

二

十

七

歳

。 

 

行

家

も

相

戦

う

も

惨

敗

。

源

氏

は 

六

百

九

十

余

名

が

命

を

落

と

し

た

。 

行

家

等

は

命

か

ら

が

ら

、

敗

走

し

て

い

っ

た

の

で

あ

る

。 

 

義

円

の

遺

児

義よ

し

成な

り

は

愛

智

荘

（

現

愛

知

県

愛

知

郡

）

を

領

し

、

祖

と

な

っ

た

。 

 

義

円

の

墓

は

岐

阜

県

大

垣

市

墨

俣

町 

上

宿

に

あ

り

、

旧

墨

俣

町

の

文

化

財

に

指

定

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

す

ぐ

近

く

に

は
「

義

円

公

園

」
が

あ

り

、「

墨

俣

川 

合

戦

の

碑

」

や

「

義

円

地

蔵

」

な

ど

が 

あ

る

。 

 

◇

源

義

経

・

悲

劇

の

ヒ

ー

ロ

ー

「

判

官

び

い

き

」

も

前

半

生

は

謎

だ

ら

け 

平

治

元

年

（

１

１

５

９

）

―

文

治

五

年
（

１

１

８

９

）
。
幼

名

は

牛

若

丸

。
通

称

は

九

郎

。

父

義

朝

が

敗

死

し

、

洛

北

4 
 



鞍

馬

寺

に

預

け

ら

れ

た

。

し

か

し

成

長 

す

る

に

及

び

、

自

ら

元

服

。

当

寺

を

脱

出

し

て

、

奥

州

平

泉

の

藤

原

秀

衡

を

頼

っ

た

。 

 

治

承

四

年

（

１

１

８

０

）

八

月

、

伊

豆

で

兄

頼

朝

が

挙

兵

す

る

と

、

た

だ

ち

に

軍

門

に

下

っ

た

。 

 

以

後

、

義

経

が

源

平

合

戦

で

源

氏

勝

利

に

大

功

績

を

上

げ

た

こ

と

や

、

頼

朝

に

疎

ま

れ

、

奥

州

平

泉

に

落

延

び

て

、 

文

治

五

年

（

１

１

８

９

）

閏

四

月

三

十

日

、

三

十

一

歳

で

没

し

た

こ

と

は

、

ど

な

た

も

周

知

し

て

お

ら

れ

ま

す

の

で

、

そ

れ

ま

で

の

こ

と

は

割

愛

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。 

 

紙

面

の

関

係

上

、

内

容

等

に

つ

い

て

言

及

し

ま

せ

ん

が

、

下

記

に

簡

単

に

義

経

達

の

逸

話

や

伝

説

を

列

挙

い

た

し

ま

す

。 

一

． 

義

経

た

ち

三

兄

弟

は

平

家

の

監

視

が

あ

り

な

が

ら

、

何

故

、

寺

か

ら

出

ら

れ

た

の

か

。 

二

． 

義

経

の

前

半

生

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

の

か

。 

三

． 

全

成

は

「

科

に

よ

り

誅

殺

さ

れ

た

」

と

し

て

い

る

が

、

具

体

的

に

何

が

あ

っ

た

の

か

。 

四

． 

義

経

は

容

貌

等

か

ら

途

中

、

入

れ

替

わ

っ

て

、

平

泉

藤

原

氏

の

者

が

成

り

代

わ

っ

た

の

で

は

な

い

か

。 

五

． 

義

経

の

北

行

伝

説

。 

六

． 

義

経

の

北

海

道

に

渡

っ

た

あ

と

モ

ン

ゴ

ル

に

行

き

、

ジ

ン

ギ

ス

ハ

ー

ン

と

な

っ

た

伝

説

。 

 
 

… 
 

 

… 
 

 

… 

 

今

回

、

こ

の

投

稿

に

際

し

て

、

以

前

か

ら

親

交

頂

い

て

い

た

松

葉

屋

幸

則

様 

（

前

静

岡

歴

史

研

究

会

会

員

、

現

駿

河

歴

史

研

究

会

会

員

）

よ

り

全

成

に

つ

い

て

の

投

稿

文

を

寄

贈

し

て

頂

き

、

参

考

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

ま

た

、

義

円

に

つ

い

て

は

、

文

献

等

が

探

せ

ず

、

ネ

ッ

ト

で

検

索

し

、

岐

阜

県

大

垣

図

書

館

に

電

話

を

架

け

、

そ

こ

の

歴

史

研

究

グ

ル

ー

プ

の

児

玉

様

に 

お

願

い

し

、

義

円

に

関

す

る

文

献

を

コ

ピ

ー

し

て

頂

き

、

郵

送

し

て

も

ら

い

ま

し

た

。 

 

こ

の

紙

面

上

で

は

あ

り

ま

す

が

、

松

葉

屋

様

と

児

玉

様

に

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。
（

完

） 

 

「

参

考

文

献

」 

『

阿

野

全

成

（

義

経

の

兄

）

と

そ

の

後

裔

の

研

究

』 

松

葉

屋

幸

則 
 

駿

河

歴

史

研

究

会 

『

大

垣

市

史

』 
 

 
 

 

大

垣

市 

『

濃

飛

哀

史

譚

』

川

口

半

平 

創

研

社 

『

源

平

墨

俣

川

の

戦

』 
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墨

俣

町

郷

土

史

研

究

会 
 

 
 

 
 

 

『

全

訳

吾

妻

鏡

』 

永

原

慶

二 
 

新

人

物

往

来

社 

『

源

義

経

』 
五

味

文

彦 

岩

波

書

店 

『

源

氏

一

族

の

す

べ

て

』 

 
 

 

別

紙

１ 

                      

  

奥

富

敬

之

編 

新

人

物

往

来

社 

『

平

家

物

語

を

知

る

事

典

』 

日

下

力 
 

東

京

堂

出

版 
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